
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上伊那地域） 

令和２年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 「ご縁食堂」プロジェクト 

事業主体 

（連絡先） 

社会福祉法人 飯島町社会福祉協議会 

（0265-86-5511） 

事業区分 （８）その他地域の元気を生み出す地域づくり 

事業タイプ ソフト 

総事業費 ２７４，９９５円（うち支援金： ２１９，０００円） 

①世代間交流 

②高齢者の生きがいづくり 

③思いやりの心の醸成 

④ボランティアの増加 

※自己評価【C】 

【理由】 

事業をある程度知ってもらうこと

ができたが、コロナ禍で、当初予定

していた目的が達成できなかっ

た。 

 

 【目標・ねらい】 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

計 12 回開催(うち３回は中止)し、228 人が参加した。 

地域のみなさんに「ご縁食堂」を知ってもらうことが

できた。 

また、高齢者世帯や生活困窮者世帯に対して安否確認

ができたこと、困ったときの相談先として担当とのつな

がりを持つことができたことは良かった。 

また、協力団体からも「今後も協力していきたい」と

の意見をいただけた。 

飯島町内の子ども、高齢者、障害者、生活困窮者等を

対象に郷土料理による食事会等を開催する。 

地域の講師に郷土料理を作ってもらい、参加者みんな

で食事をしたり、密を避けるため、希望者に食事を配達

することにより、安否確認やつながりを切らすことなく

かかわりを持つ。 

 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 「ご縁食堂」の実施方法を模索しながら、継続していくため、一層広く住民のみなさんに

PR し、事業を知ってもらえるようにする。 

 ボランティア団体に声をかけ、協力を依頼する。 


